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　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成２０年　３月　５日　(水)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　本川　沙織　　　記録者　相間野　雪枝
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・横町CWが４週間の病欠となります。勤務変更があるので各自、勤務表を確認して下さい。

・転倒･転落評価をまだ行っていないスタッフは早急に行い、庭田CWへ提出しましょう。

・3/16より、看護学生は１名配属となります。

・口腔ケアについて、夜間痰絡みのある方や嚥下機能の低下が見られている患者様には、毎朝必ず水分補給前に口腔内の確認をし、汚染の除去を行うようにしましょう。不顕性肺炎の要因となります。

・盛田心理士より3/24(月)に回想法と音楽療法を合わせたものを行う予定となっています。午前はＣＤユニット・午後はＡＢユニットの患者様に参加して頂きます。

＜患者様連絡事項＞

・慶長　節子様～3/8(土)15：00から介護認定調査があります。当日は末政ＳＷも入りますので、ご家族と担当者が来たら連絡して下さい。

・佐々木　利男様～低血糖症状見られたときにはデキスターチェックを行い、主治医又は当日の当直医へ報告をして指示をもらうようにしましょう。

＜皮膚科診察＞

・北山　和子様～躯幹に湿疹が見られ、消炎剤（軟膏）１回/日塗布が追加となっています。湿疹の状態・掻痒感の有無を観察していきましょう。

・谷内　愛子様～全身の掻痒感訴えあり、上腕・下肢→全身へ部位変更となっています。軟膏は変更ありません。引き続き掻痒感の有無・それに伴う精神状態の観察を行なっていきましょう。

・市橋　ひで様～全身に湿疹が見られています。急性湿疹　鎮痒消炎剤（軟膏）１回/日塗布の指示が出ています。自ら皮膚を掻いている様子ありますので、掻いているところをみたらやめて頂きましょう。

・上田　正男様～皮膚状態の改善見られず、消炎剤（軟膏）→鎮痒消炎剤（軟膏）へ変更となっています。引き続き、掻痒感の有無・湿疹の状態観察しましょう。

・田中　豊三様～陰部に湿疹が見られています。急性湿疹　消炎剤（軟膏）１回/日塗布の指示が出ています。陰部を清潔に保ち、湿疹状態の観察をしていきましょう。

・西沢　正様～身体掻痒感訴え聞かれ、本日夕より抗ヒスタミン剤が１週間分臨時処方となっています。掻痒感の有無・皮膚状態の観察を行なっていきましょう。皮膚を掻いているところをみかけたらやめて頂きましょう。

・田村　耕一様～踵部の硬化みられラップ処置指示あります。又、皮膚疾患用剤（軟膏）が明日朝から1週間分処方となっています。掻痒感の有無・踵部の状態を観察していきましょう。

※湿疹が身体掻痒感を訴える患者様が増えてきています。入浴が出来なかったり無い日は清拭・陰部洗浄を行う等し、皮膚状態の改善に努めるようにしましょう。

＜田名部Ｄｒのケースカンファ＞

・向山　忠義様～頭部痛の訴え聞かれており、頭部ＣＴ検査施行しています。所見上悪化は見られずこのまま様子観察をしていきましょうとのことでした。何か状態変化等が見られた時は報告するようにしましょう。

・三浦　一男様～血液検査データが悪く、御家族に栄養補助剤の購入をして頂いていました。本日3月分の検査データが届いていますが大きな改善は見られない為、引き続き栄養補助剤の投与を行っていきたいとのことです。御家族来院時にその旨伝えていきましょう。

＜生活機能回復訓練報告・検討＞

・荒屋敷チエ様～2/28東病棟からＢユニットに転入しています。レクリエーションやひな祭りなど落ち着いて参加しています。発言や他者との交流も見られています。作業療法では塗り絵を行っていたとのことで、引き続き行っていけるよう介入していきます。また、以前次々と何かを作ろうとするも、完成や整理できなくなり「何もできない」と話すことがあるため、順番に取り掛かるように介入していきます。

・沼沢　ミヤ様～ひな祭りに参加し、人形劇など表情良く鑑賞されています。歌も歌詞の近くに移動して歌っており興味を持ち楽しそうな様子みられています。興味ある活動や行事などを通して活動性を維持していきましょう。

・谷内　愛子様～他者に対して攻撃的な口調聞かれること多いです。また、徘徊している他者に足を出す行為あり、その都度介入しています。注意して観察していきましょう。

・田中金太郎様～ひな祭りに参加しています。普段はプログラム参加するも集中持続せず、立ち歩こうとすること多いですが、行事では最後まで集中して参加できています。人形劇も目を離さず鑑賞し「結構でした」と感想を述べています。興味ある活動を通して残存機能維持していきます。

・橋本　万　様～ひな祭りに参加し静かに人形劇など鑑賞しています。普段は自分の要求を繰り返し叫んでいますが、落ち着いて参加できていました。叫び声など他者への迷惑行為見られないときには積極的にプログラムに参加促していきましょう。

※連絡事項

ひな祭りの行事はトラブルやケガなどなく無事に終了しました。ひな壇も撤収しましたが、箱に入れてエレベーター前ホールに置いている状態です。近日移動します。

＜ひな祭り報告＞

●エレベーター前ホール(南ＡＢユニット)

女性患者様が昔行っていたひな祭りについて回想されていると男性患者様は集中し聞かれています。ひな祭りの由来について聞いた後、皆でひな祭りの歌を歌われています。

人形劇は皆集中しており「良かった」「人形がかわいかった」等の感想を述べられています。

●南病棟Ｄホール(南ＣＤユニット・東Ｃユニット)＞　

日付を確認し、皆で「たのしいひな祭り」を歌い、ひな祭り由来について話し合っています。ほとんどの患者様が自ら発言する事少ないですが、雛祭りの思い出についてスタッフが話し掛けると表情穏やかに話しています。

　人形劇では初めて見る内容だという方が多く集中し鑑賞されていました。

◎良かった点

・東病棟Gと南病棟Gの患者様が合同で行ったが、スタッフ付き添いにてトラブル無く表情穏やかに交流持っている様子伺えていた。

・人形劇など普段のプログラムでは行わないような事を行ったことで多くの患者様が参加し集中されていた。

・入浴時間をずらすことで患者様が途中退席することなく、最後まで楽しむ事が出来た。

・スタッフが患者様に付き添う事で事故無く行う事が出来た。

◎検討すべき点

・人形劇の予行練習を行っておらず、スタッフのほうで当日になって慌ててしまうことがあったので事前にリハーサルを行うべきだった。

・ひな祭りの歴史で紙人形に厄を乗せて払うというものがあり、患者様でも昔やった事がある方もいたので、当日にそのようなことも行ってみても良かったと思われる。

・事前にスタッフへの連絡が不十分だったので事前の連絡をカンファレンスで１回だけ行うのではなく何度か行うべきだった。サポートスタッフへの連絡も不十分だった。

・参加者が多く、患者様に見えにくい感じが伺われ席位置などの考慮が必要だったと思われる。






